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秋
田
腕
駒
ケ
山
獄
は
一
名
駒
形
山
と
稀
し
海
抜
千
六
百
三
十
七
米
、
秋
田
勝
仙
北
郡
生
保
内
村
に
あ
っ
て
東

麓
岩
手
懸
巌
手
郡
御
明
神
村
に
あ
る
。
此
の
山
は
湯
の
森
山
(
海
抜
千
四
百
七
十
二
米
)
、
無
森
山
ハ
一
五
四
一
米
)
、
，
烏
帽

子
岳
(
一
四
七
八
米
)
、
小
白
森
(
一
一
五
六
米
¥
大
白
奈
(
三
二
六
米
)
、
曲
崎
山
こ
三
三
四
米
)
、
大
深
岳
(
一
五
四

一
米
)
、
険
組
森
三
四
四
八
米
)
、
諸
槍
岳
(
一
五
一
四
米
)
、
春
岳
(
一
五
七
八
米
)
及
び
八
幡
森
(
二
八
一
四
米
)
等
を

一
、
緒
言

漣
ぬ
る
駒
ケ
山
獄
火
山
列
の
主
峯
で
あ
っ
て
、
那
須
火
山
脈
に
属
し
て
ゐ
る
。
而
し
℃
此
の
火
山
列
か
ら
は
分
汲
と
し

τ束

方
に
岩
手
火
山
列
、
西
方
に
森
吉
火
山
群
を
出
し
て
ゐ
る
。

元
京
市
駒
ケ
山
獄
は
コ
ニ

I

デ
式
二
重
火
山
で
あ
っ
℃
山
容
は
侠
頂
固
錐
形
を
な
し
山
頂
に
近
く
長
径
約
手
四
百
米
、
短
形

九
百
米
、
略
縮
図
形
を
な
す
爆
裂
火
口
祉
、
が
あ

b
、
主
ハ
の
長
軸
の
方
向
は
南
西
!
北
東
の
方
向
を
と

b
.
，
南
西
方
花
開
口

し
て
弦
か
ら
火
口
瀬
た
る
檎
木
内
川
が
火
口
祉
内
の
水
を
排
水
し
℃
流
れ
て
ゐ
る
。
此
の
爆
裂
火
口
祉
を
園
む
外
輸
山
と

L
℃
は
最
高
峯
た
る
男
岳
ハ
千
六
百
三
十
二
米
)
を
始
め
と
し
ノ
し
北
よ

b
東
ど
国

b
南
方
迄
は
横
岳
が
艇
々
と
し
て
連
な

一
五
五



一
五
六

b
、
西
方
は
峠
の
山
背
に
限
ら
れ
て
居
る
。
従
つ
℃
此
の
爆
裂
火
口
祉
は
極
め
℃
明
瞭
な
形
を
し
て
ゐ
る
。

此
の
爆
裂
火
口
内
に
は
数
個
の
小
噴
火
口
を
有
す
る
が
共
の
中
北
方
な
る
女
岳
は
最
大
な
中
央
火
口
岳
で
あ
っ
て
共
の

裾
を
火
口
内
に
引
く
た
め
、
火
口
内
は
北
東
に
高
く
、
南
西
に
低
く
、
た
め
に
火
口
原
は
あ
ま
b
後
達
せ
ず
、
僅
か
に
中

央
部
の
石
ポ
ラ
よ
b
西
部
ア
ザ
ミ
原
に
か
け
て
の
一
帯
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
命
中
央
火
口
丘
と
し
て
は
他
に
二
個
、
小
な

る
も
の
が
あ
る
。
共
の
一
は
女
岳
の
西
方
外
輪
山
た
る
積
岳
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
あ
っ
て
今
般
b
に
第
二
火
口
丘

と
般
得
し
て
置
く
。
(
桜
井
康
三
郎
氏
は
之
れ
に
模
岳
の
名
を
冠
し
、
外
輪
山
た
る
積
岳
を
横
長
根
と
穏
し
℃
ゐ
る
が
隣
近

多
く
の
村
民
に
聞
く
も
左
様
な
名
稀
は
な
い
。
従
っ
て
西
方
外
輪
山
は
矢
張
b
村
民
の
稀
す
る
如
く
横
岳
と
呼
ぴ
、
之
れ

と
女
岳
と
の
中
聞
に
あ
る
小
火
口
丘
は
第
二
火
口
丘
と
稀
す
る
次
第
で
あ
る
)

第
二
火
口
丘
の
外
化
命
一
一
個
の
小
火
口
丘
は
爆
裂
火
口
祉
の
南
西
端
に
あ
っ
℃
之
れ
を
阿
禰
陀
池
と
稀
す
る
。
蓋
し
共

の
山
頂
に
近
く
噴
火
口
、
が
あ

b
現
時
水
を
湛
へ
℃
池
と
な
っ
℃
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
三
火
口
丘
中
最
も
新
ら

し
い
の
は
第
二
火
口
丘
で
あ
っ
て
頂
上
に
固
形
の
火
口
が
存
在
し
て
ゐ
る
(
附
岡
第
三
国
及
第
四
闘
参
照
)
。
女
岳
は
頂
上

に
二
三
の
火
口
祉
が
あ
る
が
崩
壊
し
て
現
形
完
全
し
て
ゐ
な
や
只
共
の
南
西
側
中
腹
に
比
較
的
新
ら
し
い
火
口
祉
が
あ
っ

て
略
図
形
を
な
し
、
共
の
下
山
腹
に
は
火
山
砂
磯
‘
火
山
弾
、
熔
岩
等
の
堆
積
し
℃
小
焼
砂
が
あ
る
。
(
附
園
第
二
園
参
照
)

女
岳
は
一
帯
に
僅
松
及
態
笹
に
蔽
は
れ
て
居
る
が
此
の
小
焼
砂
の
み
は
火
山
砂
磯
等
に
蔽
は
れ
て
杢
く
不
毛
で
あ
る
。
期

様
な
所
は
積
岳
の
北
部
、
火
口
壁
に
も
あ
っ
て
大
焼
砂
と
稀
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
大
焼
砂
か
ら
は
明
治
中
期
迄
噴
気
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一
五
八

を
な
し
て
ゐ
た
と
稀
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。

駒
ケ
款
の
裾
野
は
東
部
及
西
部
に
夜
達
し
℃
ゐ
る
、
が
北
部
は
烏
帽
子
岳
の
よ
b
古

3
火
口
に
阻
弐
れ
て
後
達
せ
ず
、
南

部
は
笹
森
山
に
阻
止
注
れ
て
居
る
。
而
し
て
此
の
山
か
ら
四
方
に
射
出
す
る
轄
射
谷
は
凡
て
小
な
る
渓
流
で
あ
っ
て
東
方

は
悉
く
玉
川
に
注
ぎ
‘
西
方
は
雫
石
川
に
注
い
で
居
る
。
郎
ち
前
者
に
は
黒
湯
淳
、
赤
倉
津
、
-
小
先
達
淳
、
槍
木
内
川
が

あ
'
夕
、
後
者
に
は
取
染
様
、
安
柄
裡
件
、
小
柳
津
、
龍
川
等
、
が
あ
る
。

又
駒
ケ
山
獄
の
山
麓
に
退
く
北
に
は
孫
六
湯
、
締
法
の
湯
、
鶴
の
湯
、
黒
湯
等
の
温
泉
が
あ
b
、
南
方
中
腹
に
は
図
見
沼
泉

が
あ
る
。
然
し
之
等
の
温
泉
は
何
れ
も
高
温
で
は
な
く
、
例
へ
ば
図
見
温
泉
は
硫
黄
泉
で
あ
る
が
共
の
粗
皮
は
三
十
六
度

乃
至
三
十
八
度
で
あ
る
。
此
の
外
駒
ケ
山
獄
中
生
保
内
登
山
口
三
令
自
に
静
岡
る
減
川
に
℃
白
瀧
の
川
と
北
西
よ
b
流
れ
京
市
b

て
令
流
す
る
御
代
倉
津
は
水
温
十
四
度
七
あ
っ
て
、
白
瀧
よ
b
流
る
L
川
の
水
温
八
度
五
と
は
格
段
の
相
違
が
あ
る
。

次
に
駒
ケ
山
獄
附
還
の
地
勢
を
見
る
に
先
づ
駒
ケ
山
獄
南
方
の
仙
石
峠
よ
b
南
方
に
朝
日
山
獄
'
(
一
三
七
五
米
)
、
和
賀
山
獄
(
一

四
四

O
米
)
、
異
霊
山
獄
(
一

O
六
O
米
)
、
笹
峠
(
六
一
八
米
)
、
白
木
峠
(
六

O
二
米
)
、
三
界
山
(
一
三
八
一
米
)
、
柏
峠
(
一

O
一
九
米
)
、
大
荷
山
(
一
一
六
六
米
)
等
を
連
ぬ
る
異
霊
山
脈
が
あ
る
。
此
の
山
脈
は
明
治
二
十
九
年
の
陸
潟
大
地
震
の
震

源
と
な
っ
た
も
の
で
あ
℃
共
の
東
側
に
川
舟
断
層
、
西
側
に
千
屋
断
層
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

此
の
外
駒
ケ
荻
火
山
列
の
東
方
に
は
北
方
に
焼
山
火
山
群
が
あ
b
.
南
方
回
路
湖
北
方
に
荷
莱
欲
火
山
が
あ
る
。
而
し

て
玉
川
は
大
深
款
の
西
旋
か
ち
出
て
之
等
諸
山
の
水
を
排
水
し
つ
L
田
津
湖
の
東
洋
ど
流
れ
、
共
の
問
焼
山
火
山
の
南
鷺



'. 

を
西
流
し
て
漉
黒
川
を
令
し
、
田
路
湖
附
還
に
て
駒
ケ
山
獄
火
口
瀬
た
る
槍
木
内
津
及
朝
日
山
獄
よ

b
殺
す
る
生
保
内
川
を
A口

せ
、
更
に
角
館
附
近
に
て
森
古
火
山
群
よ

b
殺
す
る
槍
木
内
川
を
令
せ
℃
横
手
盆
地
の
西
部
を
流
れ
て
雄
物
川
に
注
い
で

居
る
。倫

駒
ヶ
款
の
西
方
な
る
田
浬
湖
は
カ

Y

デ
一
プ
湖
盆
と
稀
せ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
明
治
二
十
九
年
陸
mm
大
地
震
に
よ
う

℃
生
じ
た
千
屋
断
層
(
二
)
は
横
手
盆
地
東
部
を
略
南
l
北
に
走
b
白
山
石
附
返
よ
b
北
東
の
走
向
を
と
b
生
保
内
村
東
方
一

粁
弱
に
て
盛
岡
街
道
を
横
切
b
、
駒
ケ
山
獄
へ
入
つ
℃
居
る
。
邸
ち
駒
ケ
山
獄
は
千
屋
断
層
の
延
長
上
に
嘗
て
ゐ
る
火
山
で
あ

っ
て
此
鈷
よ
b
す
る
も
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
向
仮
b
に
千
屋
断
層
を
延
長
す
る
と
共
上
に
岩
手
火
山
が
あ
る
の

も
注
目
に
値
す
る
事
貨
で
あ
ら
う
。

-
一
、
駒
ケ
議
の
地
質

駒
ケ
款
は
今
同
の
爆
殺
迄
全
く
活
動
を
休
止
し
て
居
た
も
の
で
あ
っ
℃
頂
上
の
爆
裂
火
口
祉
内

に
も
噴
気
孔
は
一
つ
も
存
在
し
て
ゐ
な
か
っ
た
し
叉
有
史
以
来
共
の
活
動
の
記
録
は
一
'
と
し
て
残
ヨ
れ
た
も
の
が
な
い
。

只
前
述
し
た
如
く
爆
裂
火
口
祉
内
所
々
に
火
山
砂
礁
の
堆
積
し
不
毛
の
地
と
な
れ
る
所
あ
る
を
見
る
。
従
っ
て
可
な
b
近

さ
過
去
迄
之
等
の
場
所
で
は
噴
気
ど
し
て
ゐ
た
事
を
窺
ム
乙
と
が
出
来
る
。

扱
桜
井
出
伊
三
郎

(
一
)
に
依
れ
ば
駒
ケ
殺
の
末
、
南
及
西
三
方
か
ら
殺
す
る
幅
射
谷
の
岩
石
露
頭
は
凡
℃
第
三
紀
屠
の

岩
石
で
あ
っ
て
北
部
殺
面
を
深
刻
す
る
も
の
も
第
三
紀
唐
山
石
屠
で
あ
る
と
云
ム
。
部
ち
駒
ヶ
款
の
基
底
岩
石
の
大
部
分
は

第
三
紀
の
凝
十
氷
山
石
で
あ
っ
℃
、

一
部
分
流
紋
岩
が
基
盤
を
な
せ
る
事
は
、
先
達
津
の
上
流
附
近
K
流
紋
岩
の
露
出
を
見
る

一
五
九



六
O

の
事
か
ら
窺
知
す
る
之
と
、
が
出
来
る
。
而
し
て
此
の
流
紋
岩
も
駒
ケ
款
の
噴
出
に
先
立
つ
℃
地
表
に
廷
出
し
た
も
の
で
あ

ら
う
と
云
ふ
。

命
桜
井
氏
は
駒
ケ
獄
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩
を
女
岳
溶
岩
、
槍
木
内
海
溶
岩
、
大
焼
砂
溶
岩
、
駒
ケ
山
獄
南
部
溶
岩
、
片
倉

溶
岩
、
F

男
岳
溶
岩
及
水
深
溶
岩
の
七
種
に
分
つ
℃
居
る
。
而
し
℃
之
等
各
種
溶
岩
の
分
布
は
第
二
固
に
示
し
た
如
く
で
あ

る
。
次
に
桜
井
氏
の
調
査
に
基
さ
之
等
各
種
の
溶
岩
に
就

3
簡
単
に
記
し
て
見
る
。

女
岳
溶
岩
は
女
岳
及
第
二
火
口
丘
附
近
等
爆
裂
火
口
祉
内
に
分
布
せ
ら
れ
火
口
外
院
は
浴
出
し
℃
居
な
い
も
の
で
駒
ケ

山
獄
溶
岩
中
最
も
新
ら
し
い
。
山
石
質
は
撤
撹
石
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。
槍
木
内
津
溶
岩
は
女
岳
溶
岩
に
亜
い
で
新
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
て
火
口
溺
た
る
檎
木
内
海
に
沿
ム
て
流
れ
分
布
区
域
は
極
め
℃
狭
い
。
却
ち
御
坪
、
白
瀧
透
か
ら
十
丈
瀧
に
至

る
聞
に
之
れ
を
見
る
。
宏
質
は
複
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。
大
焼
砂
溶
岩
は
爆
裂
火
口
吐
か
ら
東
部
へ
溢
流
し
た
も
の
で
あ

っ
て
1

其
の
一
部
付
第
二
中
央
火
口
丘
よ
b
噴
出
し
た
火
山
砂
磯
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る
。
之
れ
が
大
焼
砂
で
あ
る
。
此
の
岩

質
は
撹
撤
石
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。

駒
ヶ
獄
南
部
溶
岩
は
東
方
及
南
方
の
山
腹
に
亙
b-
庚
く
分
布
し
℃
居
る
。
然
し
℃
龍
川
の
水
源
及
図
見
温
泉
附
還
の
小

瀧
等
明
か
に
露
出
し
て
ゐ
る
由
で
あ
る
。
此
の
漆
山
石
の
山
頂
に
近
い
上
部
は
前
記
大
焼
砂
溶
岩
に
よ
っ
℃
蔽
は
れ
て
居

る
。
而
し
て
共
の
岩
質
は
楯
縫
石
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。
片
倉
溶
岩
は
北
部
山
腹
に
沿
ム
℃
流
出
し
た
も
の
で
扇
股
形
を

な
し
て
炭
範
固
に
分
布
し
て
ゐ
る
。
此
の
溶
岩
は
岩
質
は
撤
，
慌
石
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
、
が
、
溶
岩
の
上
部
に
は
撤
携
石
が

.> 



第

秋
田
版
駒
山
獄
附
近
地
質
問
(
槌
井
氏
三
郎
氏
に
よ
る
〉

悶

多
い
に
係
ら
ず
下
部
氏
至
る
に
従
っ
て
殆
ん
ど
消
滅

し
‘
之
れ
に
代
る
に
紫
蘇
輝
石
の
量
を
増
し
、
殆
ん
ど

紫
蘇
輝
石
安
山
岩
と
な
っ
て
居
る
。
従
っ
て
此
の
溶
岩

の
下
方
に
水
深
溶
岩
が
後
達
し
℃
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う

と
云
ふ
。

男
岳
溶
岩
は
爆
裂
火
口
壁
の
北
部
か
ら
西
部
に
亙
つ

て
分
布

3
れ
て
居
る
が
特
に
外
輪
山
た
る
男
岳
の
断
崖

に
善
く
露
は
れ
て
居
る
白
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
溶
岩

の
岩
質
は
複
輝
石
富
士
山
石
で
あ
る
。
倫
此
の
溶
岩
は
檎

木
内
津
溶
岩
に
比
し
て
石
基
の
構
造
稲
粗
く
、
且
夫
れ

よ
b
も
古
い
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ム
。
水
津
溶
岩
は
生

保
内
村
字
水
津
及
檎
木
内
津
流
域
創
ち
駒
ヶ
岳
西
部
か

ら
南
西
部
へ
か
け
て
分
布

3
れ
て
居
る
。
之
れ
は
恐
ら

く
駒
ケ
山
獄
か
ら
流
出
し
た
溶
岩
中
最
も
古
い
も
の
で
あ

ら
う
と
云
ム
。
特
に
十
丈
瀧
附
近
及
水
津
瀧
附
近
に
善

一........ /、



一
六

く
露
は
れ
℃
ゐ
る
由
で
あ
っ
て
岩
質
は
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
と
云
ふ
。

要
す
る
に
駒
ケ
山
獄
よ

b
流
出
し
た
溶
岩
は
撒
撹
石
輝
石
安
山
岩
複
輝
石
安
山
岩
或
は
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
等
で
あ
っ
て
、

附
近
の
火
山
た
る
烏
帽
子
山
獄
、
大
深
山
獄
或
は
岩
手
山
等
の
溶
岩
と
略
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
乙
と
が
出
来
る
u

命
第

三
紀
屠
は
駒
ケ
荻
南
方
山
林
庇
に
節
、
く
後
達
す
る
外
、
先
遣
海
流
域
等
に
も
殺
達
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
洪
積
層
或
は
沖
積
層

は
玉
川
の
流
域
に
於
て
見
ら
る

L
の
み
で
あ
る
。

三
、
駒
山
獄
今
悶
の
活
動
朕
況

駒
ケ
山
獄
今
同
の
活
動
は
七
月
二
十
一
日
頃
か
ら
泥
流
噴
出
等
の
小
爆
後
的
活
動
を
始
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
一
然
し
生

保
内
村
村
民
の
談
る
所
に
よ
る
と
昨
年
か
ら
今
年
へ
か
け
て
の
冬
期
に
は
駒
ケ
山
獄
の
爆
裂
火
口
内
に
所
-
々
積
雪
の
無
い
所

が
知
P

庁
、
と
し
て
居
た
と
云
ム
。
之
れ
に
よ
る
と
今
年
初
頃
か
ら
肢
に
多
少
の
水
蒸
気
或
は
瓦
斯
を
所
冷
か
ら
噴
出
し
て
ゐ

だ
が
、
少
く
と
も
活
動
期
民
入
っ
て
内
部
に
高
熱
に
な
っ
た
倒
所
を
生
じ
て
居
だ
と
見
る
乙
と
が
出
来
ゃ
う
と
思
ム
。
扱
今

同
の
活
動
、
が
起
る
や
直
ち
に
秋
田
線
常
局
及
秋
田
測
候
所
か
ら
中
央
気
象
墨
長
宛
調
査
方
の
依
頼
、
が
あ
っ
た
、
依
っ
て
著

者
等
は
命
中
ど
う
け
て
七
月
三
十
一
日
出
後
寅
地
踏
査
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
著
者
等
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
に
先

立
つ
℃
、
先
づ
爆
殺
後
現
状
を
踏
査
し
た
と
云
ふ
生
保
内
村
村
民
諸
氏
及
秋
田
測
候
所
員
の
談
ゆ
だ
掲
げ
る
乙
と
L
す
る
。

(
一
)
生
保
内
村
役
場
吏
昌
一
回
ロ
耕
之
助
氏
調
査

己
の
調
査
せ
ら
れ
し
慮
を
手
記
と
し
て
著
者
に
手
交
し
て
変
化
種
手
説
明
せ
ら
れ
'
る
所
、
が
あ
っ
た
。
共
の
調
査
結
果
は
左

田
口
耕
之
助
氏
は
七
月
二
十
八
日
駒
ケ
山
獄
に
登
山
せ
し
が
同
氏
は
白



の
如
く
で
あ
る
、
但
し
手
記
中
括
弧
内
の
註
は
著
者
の
補
筆
せ
し
も
の
で
あ
る
。

mw
爆
設
の
場
所
友
海
抜

仙
北
郡
生
保
内
村
字
駒
形
二
番
の
内
俗
稀
石
ポ
ラ
、
海
抜
千
二
一
百
米
(
註
駒
ケ
山
獄
火
口
原
内
、

女
岳
の
南
一
践
で
あ
る
)
。

間
爆
裁
の
目
時

昭
和
七
年
七
月
二
十
五
日
午
前
中
駒
ヶ
荻
へ
登
山
し
た
も
の
、
が
あ
る
が
異
常
は
な
か
っ
た
。
越
え
て
二

十
六
日
午
前
二
時
頃
一
音
響
を
聞
い
た
も
の
、
が
あ
る
。
思
ふ
に
二
十
五
日
午
後
五
時
頃
か
ら
翌
二
十
六
日
午
前
二
時
頃
に
至

る
問
で
爆
殺
し
た
模
様
で
あ
る
J

(

註
図
見
温
泉
主
怠
の
談
に
よ
る
と
二
十
一
日
頃
か
と
云
ム
)

別
爆
援
の
兆
候

(
1
)
七
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
頃
白
瀧
の
湧
出
口
に
於
℃
水
質
が
務
化
し
た
の
を
知
っ
た
o
h

而
し
て
共
の
水
ほ
著
し

く
酸
味
を
帯
び
て
来
日
だ
と
云
ム
。

(a)
二
十
五
日
午
後
五
時
頃
駒
ヶ
獄
方
面
に
遠
雷
の
設
な
鳴
動
が
二
同
あ
っ
た
の
を
聞
い
た
も
の
が
あ
る
。

(
3
)
二
十
五
日
午
後
七
時
頃
生
保
内
村
で
鳴
動
を
聞
い
た
J

同
時
刻
に
大
曲
町
方
面
に
震
動
が
あ
っ
た
。
(
註
、
之
れ
は

大
曲
附
近
を
震
央
と
し
℃
午
後
七
時
三
十
七
分
頃
に
起
っ
た
局
後
地
震
で
あ
っ
て
震
度
は
大
出
で
弱
震
、
生
保
内
村
で
は

微
震
で
あ
っ
た
)
。

(
益
)
七
月
二
十
六
日
午
前
二
時
頃
生
保
村
宇
堂
の
前
で
激
し
い
鳴
動
が
二
同
あ
っ
た
の
を
聞
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

g 

官
)
七
月
二
十
三
日
頃
か
ら
駒
ケ
荻
南
方
中
腹
図
見
温
泉
の
温
度
が
多
少
上
昇
し
た
。

一
-L‘ 
/、



一
六
回

向
噴
出
口

大
小
九
伺
を
生
じ
之
等
は
略
南
西

1
北
東
に
配
列
し
て
ゐ
る
。

(
1
)
噴
出
口
中
最
大
な
も
の
は
最
も
南
西
の
も
の
で
あ
っ
て
南
北
の
径
約
五
十
問
、
東
北
の
径
約
三
十
問
、
深
誌
は
水

‘ 

面
迄
十
二
問
位
あ
る
。

ハ
2
)
九
筒
の
中
八
個
は
水
蒸
気
に
よ
っ
℃
爆
殺
し
た
も
の
L
如
く
何
れ
も
深
ぐ
陥
浸
し
て
泥
水
沈
溜
し
て
居
る
の
を
見

る
。
へ
註
、
内
壁
を
見
る
と
泥
土
中
に
大
言
な
岩
石
、
が
露
出
し
℃
ゐ
る
)
。

(
3
)
噴
火
口
と
思
は
る

L
も
の
が
一
個
あ
る
。
径
約
五
問
位
の
堆
積
丘
で
中
央
摺
鉢
肢
を
な
し
て
盛
に
熱
気
を
噴
出
し

底
は
激
し
く
灼
熱
し
℃
居
っ
た
。
(
此
の
堆
積
丘
は
快
頂
図
錐
形
を
な
し
て
火
山
砂
磯
の
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
)
。

(
壬
〕
堆
積
丘
の
周
固
に
克
新
噴
出
口
数
箇
あ
っ
て
何
れ
も
灼
熱
股
態
に
あ
っ
て
危
険
で
立
寄
る
乙
と
、
が
出
来
な
い
。

強
烈
な
西
風
で
あ
っ
℃
現
状
か
ら
東
方
横
岳
方
面
に
多
量
の
泥
士
、
降
・
一
此
が
飛
散
し
て
居
る
の
を

問
爆
設
曾
時
の
風
向

見
た
。
(
註
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
℃
は
高
気
座
、
が
北
太
平
洋
方
面
に
あ

b
、
小
低
気
座
、
が
北
海
道
中
部
に
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
秋
田
で
は
西
の
疾
風
が
吹
い
て
居
た
。
然
し
盛
岡
で
は
二
十
五
日
十
八
時
に
は
南
の
軟
風
で
あ
っ
た
が
二

十
六
日
六
時
に
は
無
風
と
な

b
正
午
に
は
西
南
西
の
疾
風
と
な
っ
℃
居
る
。
従
っ
て
二
十
五
日
夜
駒
山
獄
で
は
相
営
強
い
西

風
、
が
吹
い
た
事
と
思
は
れ
る
)

向
被
害
医
域
及
紋
況

-、J

(
1
)
爆
後
地
域

約
三
十
町
歩



(
2
)
泥
流
汎
濫
区
域

約
百
五
十
町
歩
悶
ら
ず
、
脚
を
浸
す
る
程
で
あ
っ
℃
歩
行
困
難
で
あ
る
。

約
二
百
町
歩
(
註
女
岳
中
腹
迄
も
泥
土
を
飛
ば
し
た
様
で
あ
る
)

(
り
d

)

奔
騰
泥
士
一
飛
散
医
域

(
壬
)
火
山
友
降
下
地
域

現
場
か
ら
東
方
積
岳
方
面
一
帯
に
降
友
甚
し
く
蓬
か
に
岩
手
領
域
橋
場
附
志
氏
迄
も
降
友
し

て
居
る
。

(
5
)
爆
後
嘗
時
一
帯
に
毒
瓦
斯
を
噴
出
し
た
様
で
あ
っ
て
下
草
の
枯
死
し
た
も
の
鳥
獣
、
最
類
の
鰭
死
し
て
居
る
も
の

等
無
数
に
あ
っ
た
。

れ

6
)
御
坪
附
近
に
存
在
し
℃
居
る
殆
ん
ど
無
数
の
風
穴
は
外
気
よ
b
も
稲
冷
か
で
あ
る
が
全
部
作
用
せ
ゴ
る
様
に
な
っ

た

(
子
)
白
瀧
の
水
量
は
約
三
分
の
一
に
減
少
し
、
殊
に
湧
査
は
炭
酸
水
に
竣
質

L
又
十
九
斯
の
噴
出
ど
見
る
に
至
っ
た
。

(
8
)
樹
木
は
杢
部
剥
皮
し
て
裸
木
と
な

b
一
面
に
泥
土
を
以
℃
蔽
は
れ
頗
る
奇
視
を
ロ
壬
し
℃
居
る
。

め
爆
震
後
の
扶
況
.

(
1
)
七
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
頃
現
肢
を
調
査
中
一
同
遠
雷
の
殺
な
鳴
動
を
聞
い
た
。
現
場
で
は
震
動
微
弱
で
あ
っ

た
が
男
岳
及
女
岳
方
面
の
登
山
者
は
轄
倒
し
ゅ
d

う
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
由
リ

(
2
)
同
日
午
後
十
一
時
頃
鳴
動
が
あ
っ
て
山
上
に
炎
焔
を
見
た
も
の
、
が
あ
る
と
云
ム
。

(
3
)
二
十
九
日
白
瀧
の
水
量
枯
渇
し
た
の
を
見
る
。

一
六
五



e

一
六
六

(
イ
ユ
御
坪
附
遅
か
ら
室
登
山
道
一
帯
毒
克
斯
を
噴
出
し
℃
悪
臭
が
甚
だ
し
い
。

(
5
)
七
月
二
十
九
日
山
上
嘗
道
俗
稀
ア
ザ
ミ
原
に
℃
先
達
者
千
葉
忠
一
郎
者
克
斯
の
た
め
昏
倒
し
て
人
事
不
省
と
な
っ

だ
が
蘇
生
し
た
。
以
上

【
¥ 

(
二
)
生
保
内
村
畠
山
正
光
氏
調
査

は
左
の
如
く
で
あ
る
。
七
月
二
十
八
日
登
山
の
途
次
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
爆
一
音
の
様
な
一
音
響
を
聞
い
た
り
時
刻
は
午
前
十
一

岳
山
氏
は
前
記
田
口
氏
の
案
内
者
と
し
℃
登
山
し
た
も
の
で
氏
の
談
話
せ
る
概
要

時
頃
で
あ
っ
た
。
此
の
時
五
会
目
附
近
に
あ
る
白
瀧
の
水
は
酒
石
酸
の
様
な
溢
味
を
帯
び
殆
ん
ど
飲
め
ね
程
度
と
な
っ
て

ゐ
た
。
此
の
水
は
以
前
は
登
山
者
の
好
飲
料
水
と
忍
つ
℃
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

叉
白
瀧
の
湧
出
口
で
は
少
量
で
は
あ
る
が
元
新
肢
の
も
の
が
出
て
居
b
肢
量
を
戚
ず
る
位
で
あ
っ
た
。
而
し
て
附
還
の

草
木
は
枯
死
し
て
居
た
様
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
火
口
原
内
石
ポ
ラ
で
は
小
鳥
の
鎗
死
し
℃
ゐ
る
も
の
が
二
ケ
所
に
あ
う

たげ
l

叉
附
迩
に
は
径
一
尺
位
の
軽
石
(
約
三
貫
目
)
が
落
下
し
径
五
六
寸
の
木
が
倒
ヨ
れ
て
ゐ
た
。

火
口
原
内
を
遠
望
す
る
と
河
水
、
が
流
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
賓
際
共
の
場
所
で
見
る
と
黒
色
泥
土
の
流
れ
た
跡
で
あ
う

た
。
共
の
泥
土
は
所
ム
マ
乾
い
℃
固
ま
っ
て
ゐ
る
が
向
軟
か
い
所
も
あ
b
、
何
れ
も
温
か
く
戚
ず
る
程
度
の
温
度
で
あ
っ

た
。
命
火
口
原
内
に
生
じ
た
九
ケ
所
の
新
噴
出
口
中
最
大
の
も
の
は
目
測
し
た
所
長
主
五
問
、
幅
三
十
同
位
で
あ
る
が
深

誌
は
貫
測
し
た
結
果
二
十
米
あ
っ
た
。
之
等
噴
出
口
よ
b
殺
す
る
元
新
は
喚
問
覚
が
麻
庫
し
て
ゐ
た
た
め
何
で
あ
る
か
ど
知

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
又
前
述
し
た
殺
な
遠
雷
の
如

3
鳴
響
は
他
に
も
幾
度
か
聞
い
た
も
の
が
あ
っ
た
と
云
ム
。
以
上



(
三
)
秋
田
測
候
所
技
手
三
浦
忠
次
郎
氏
談

浦
技
手
は
七
月
二
十
九
日
秋
田
測
候
所
技
手
山
田
恭
治
氏
と
共
に
駒
ケ

山
獄
へ
登
山
調
査
を
る
概
要
に
就
℃
語
る
。
同
氏
は
中
生
保
内
か
ら
の
登
山
道
の
中
途
、
御
代
倉
、
淳
、
白
瀧
の
合
流
貼
た
る

抜
川
に
℃
白
瀧
の
、
津
は
縫
味
。
乞
帯
び
水
温
八
度
五
分
を
観
測
し
た
。
之
れ
に
反
し
て
御
代
倉
津
の
水
温
は
十
四
皮
七
分
で

あ
っ
た
が
此
の
津
の
内
氏
あ
る
湧
出
口
よ
b
湧
出
す
る
清
水
の
水
温
は
八
度
五
分
で
あ
っ
℃
.
白
瀧
の
湧
出
口
の
水
温
は

五
度
四
分
で
あ
っ
た
。
命
白
瀧
の
湧
出
口
附
近
は
硫
黄
の
臭
気
が
甚
し
か
っ
た
。
之
れ
は
恐
ら
く
ー
硫
気
の
噴
出
に
よ
る
も

の
で
あ
ら
う
。

更
に
白
瀧
よ

b
奮
登
山
口
を
登
る
と
火
日
原
内
俗
稽
ア
ザ
ミ
原
附
還
に
℃
熊
笹
中
に
兎
及
畿
雀
の
鰭
死
し
た
も
の
を

見
、
又
ホ
ダ
(
蕨
の
大
な
る
も
の
)
の
枯
死
し
た
部
分
が
あ
っ
た
。
命
之
れ
よ
ら
J

先
南
方
登
山
口
な
る
図
見
温
泉
に
て
主
人

石
塚
鶴
松
氏
の
語
る
所
を
閣
内
く
に
七
月
二
十
一
日
午
後
四
時
乃
至
五
時
の
聞
に
地
震
が
あ
っ
℃
重
い
物
を
落
し
た
様
な
戚

じ
が
し
た
。
更
に
二
十
七
日
。
午
前
十
時
三
十
分
頃
に
も
強
い
地
震
が
あ
b
地
鳴
五
同
程
を
聞
い
た
由
で
あ
る
。
而
し
て
図

見
温
泉
の
温
度
は
上
の
湯
が
三
十
八
度
、
下
の
湯
が
三
十
六
度
で
あ
っ
た
。

七
月
六
日
生
保
内
小
向
学
校
職
員
、
が
登
山
し
た
際
化
は
御
坪
の
湧
出
口
の
水
は
何
等
異
常
を
認
め
な
か
っ
た
由
で
あ
る
が

同
月
二
十
日
角
館
女
向
学
校
生
徒
、
が
登
山
し
た
際
に
は
味
悪
く
、
酸
味
を
呈

L
℃
居
た
由
で
あ
る
。
御
坪
ょ
，
・
9
奮
登
山
口
を

約
三
十
米
程
登
っ
た
，
所
に
風
穴
を
後
見
じ
だ
が
之
れ
は
以
前
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ム
。
越
え
℃
七
月
二
十
五

日
大
曲
高
等
女
向
学
校
生
徒
、
が
登
山
し
て
蹄
路
午
後
五
時
頃
火
口
原
内
俗
稀
石
ポ
フ
附
近
噴
煙
せ
る
模
様
、
が
あ
っ
た
c
'

八七



一
六
八

更
に
七
月
二
十
五
日
午
後
七
時
三
十
七
分
頃
大
曲
で
可
な
b
強
い
地
震
が
あ
b
、
二
十
五
日
夜
宇
十
二
時
過
ぎ
中
生
保

内
に
於
て
ド
ン
と
一
五
ム
鳴
響
を
三
同
位
聞
い
た
。
又
七
月
三
十
日
午
後
七
時
十
分
頃
大
曲
に
℃
性
質
緩
か
で
電
燈
が
揺
ぐ

程
度
の
地
震
を
戚
じ
た
。
更
に
同
日
六
時
四
十
八
分
頃
生
保
村
で
ド
シ
ン
と
戚
ず
る
様
な
念
牲
の
地
震
が
あ
っ
た
。
命
同

時
間
に
は
向
生
保
内
及
刺
巻
で
も
可
な

b
強
い
地
震
を
戚
じ
だ
が
之
等
は
耐
一
地
震
で
あ
っ
た
。
叉
登
山
案
内
者
及
木
樵

の
談
に
よ
る
と
三
月
上
旬
火
口
原
石
ポ
一
プ
附
還
の
積
雲
は
極
め
℃
砂
く
、
又
本
年
冬
季
阿
禰
陀
岳
、
か
ら
図
見
混
泉
に
赴
く

途
中
媛
大
な
範
固
に
瓦

b
積
雲
が
無
か
っ
た
由
で
あ
る
。

(
四
)
園
見
温
泉
石
塚
牧
競
氏
談
同
氏
は
図
見
温
泉
主
人
の
息
で
あ
る
が
今
岡
の
爆
援
に
就
て
語
る
所
は
左
の
如
く
で

あ
る
。
七
月
二
十
一
日
午
後
一
時
頃
図
見
温
泉
で
可
な
b
強
い
地
震
を
戚
じ
た
。
主
ハ
の
振
動
時
間
は
極
め
℃
短
か
く
二
振

動
位
山
の
方
へ
引
か
れ
る
様
な
戚
じ
が
あ
っ
℃
止
む
、
だ
。
二
十
二
日
午
後
五
時
頃
も
同
様
な
地
震
が
あ
b
共
後
も
二
、
三

同
雷
鳴
の
様
な
地
鳴
を
件
ム
小
地
震
が
あ
っ
た
。
閤
見
温
泉
(
硫
黄
泉
)
の
温
皮
は
和
上
昇
せ
る
戚
が
あ
っ
た
。
街
同
氏
は

二
十
六
日
及
二
十
九
日
の
雨
同
登
山
し
た
が
.
噴
火
口
内
は
肢
に
焼
け
て
居
た
。
又
七
月
二
十
日
図
見
温
泉
の
湯
治
客
七
八

名
登
山
し
た
が
何
等
異
常
を
認
め
な
か
っ
た
由
で
あ
る
。
然
も
之
等
湯
治
客
中
一
一
雨
入
は
以
前
に
も
登
山
し
た
経
験
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
等
の
事
貨
か
ら
推
定
す
る
と
爆
殺
は
二
十
一
、
二
日
頃
で
あ
ら
う
。

(
五
)
盛
岡
測
候
所
技
手
こ
宮
三
郎
氏
談

七
月
二
十
七
日
夕
刻
六
時
乃
至
七
時
盛
岡
市
よ
b
見
た
慮
駒
ケ
獄
中
腹
に
黒

味
が
¥
り
た
単
一
戸
が
這
つ
℃
平
常
に
な
い
現
象
と
忠
ふ
た
。
命
三
十
日
午
後
七
時
頃
燥
一
音
ら
し
い
も
の
を
聞
い
た
。



o 

(
六
)
線
括

以
上
五
は
ん
の
談
る
慮
を
総
括
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

今
年
冬
季
南
方
山
腹
に
積
雲
を
見
な
か
っ
た
。
火
口
原
内
の
積
雲
も
極
め
て
砂
い
。
七
月
二
十
日
火
口
原

(
1
)
前
兆

内
御
坪
湧
出
口
の
清
水
酸
味
を
帯
ぷ
。

(
2
)
爆
設
時
日

図
見
温
泉
で
は
二
十
一
日
午
後
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
℃
鳴
響
を
件
ム
数
同
の
地
震
が
あ
b
共
の
後

湯
の
温
度
上
昇
し
た
故
爆
殺
は
二
十
一
日
よ
b
二
十
二
日
化
か
け
℃
で
あ
ら
う
。
二
十
五
日
大
曲
高
女
の
生
徒
登
山
の
際

石
ポ
一
ア
附
近
よ
ム
ソ
噴
煙
し
て
ゐ
た
。
二
十
五
日
白
瀧
湧
出
口
の
水
質
酸
味
を
帯
ぶ
。
同
日
午
後
五
時
駒
ケ
山
獄
方
面
に
遠
雷
の

如
き
鳴
響
を
聞
く
。
二
十
六
日
午
前
二
時
頃
生
保
内
村
堂
の
前
で
二
同
鳴
響
を
聞
く
。
之
等
事
責
か
ら
推
す
と
二
十
五
日
夕

刻
か
含
二
十
六
日
朝
に
か
け
℃
爆
殺
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
爆
後
日
時
に
就
て
は
二
十
一
日
頃
と
二
十
五
日
頃
と
の
二
設

が
あ
b
地
元
で
も
何
れ
が
異
か
剣
然
し
な
い
。
然
し
二
十
一
日
設
を
否
定
す
べ
き
反
詮
も
な
い
故
雨
同
と
も
莫
で
あ
ら
ラ
。

火
口
原
内
所
々
に
有
毒
瓦
斯
を
噴
気
し
た
。
白
瀧
の
水
湘
渇
し
た
。
降
友
及
降
石
が
あ
っ
た
。
泥
流

(
3
)
随
伴
現
象

-
の
噴
出
を
見
た
。
有
毒
死
新
の
た
め
堰
松
、
ホ
ダ
等
、
が
枯
死
し
た
庭
が
数
ケ
所
あ
る
。
‘

四
、
駒
ケ
山
獄
爆
設
嘗
時
の
気
象

以
上
述
べ
た
如
く
駒
ケ
山
獄
爆
殺
は
七
月
二
十
一
日
乃
至
七
月
三
十
六
日
の
聞
に
行
は
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
つ

℃
此
の
一
週
間
の
気
象
状
態
を
調
べ
て
見
ゃ
う
と
思
ム
。
此
の
調
査
は
本
蚕
諜
報
掛
の
天
気
圏
及
秋
田
、
盛
岡
雨
測
候
所

よ
b
本
塁
へ
報
告
3
れ
た
気
象
月
表
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
六
九



一
七

G

扱
七
月
三
十
日
以
後
二
十
六
日
に
至
る
本
邦
の
気
一
路
配
置
は
大
低
南
高
北
低
で
あ
っ
℃
夏
期
の
基
本
版
態
と
忍
っ
て
ゐ

る
。
卸
ち
二
十
日
六
時
に
は
太
平
洋
の
高
気
歴
は
舌
旅
を
な
し
℃
本
邦
南
方
洋
上
を
四
図
沖
迄
延
び
て
ゐ
で
七
百
五
十
八

粍
位
の
一
不
度
を
一
不

L
℃
ゐ
る
。

一
方
低
気
回
腔
は
大
し
た
も
の
な
く
ア
イ
リ
ツ
ピ
ン
方
面
に
浅
い
防
風
が
現
は
れ
北
方
へ
進

ん
で
ゐ
る
が
大
し
た
も
の
で
は
な
く
、
只
日
本
海
北
部
に
あ
る
低
気
一
座
は
七
百
五
十
粍
位
の
一
不
度
乞
一
不
し
℃
東
北
東
に
進

-
A
で
ゐ
る
が
、
二
十
日
午
前
六
時
に
は
日
本
海
北
部
奥
尻
島
西
方
に
あ
る
。
此
の
た
的
新
潟
焼
以
北
の
東
北
地
方
日
本
海

沿
岸
で
は
可
な

b
の
豪
雨
が
あ

b
、
二
十
日
盛
岡
で
は
六
十
四
粍
四
、
秋
田
で
は
三
十
五
粍
を
降
ら
し
℃
ゐ
る
一
共
他
某

邦
各
地
は
一
般
に
天
気
よ
く
、
晴
又
は
曇
b
の
波
態
と
な
っ
℃
む
る
。
而
し
て
風
は
秋
田
で
は
精
強
く
二
十
日
は
西
風
が

四
米
乃
至
八
米
の
秒
速
で
吹
い
℃
ゐ
る
。
之
れ
に
反
し
て
盛
岡
で
は
風
弱
く
風
向
も
南
ふ
西
か
ら
南
へ
廻
っ
て
風
速
は
一

米
乃
至
四
米
位
で
あ
る
。

二
十
一
日
に
は
日
本
海
北
部
の
低
気
歴
は
可
な
b
表
へ
て
津
軽
海
峡
を
越
へ
て
太
平
洋
へ
抜
け
て
ゐ
る
。
風
も
秋
田
で

は
西
乃
至
北
西
風
で
風
速
も
弱
ま
b
一
米
乃
至
四
米
と
な
っ
て
ゐ
る
。
之
れ
に
劃
し
て
盛
岡
で
は
二
時
に
は
南
風
が
一
米

一
の
秒
速
で
吹
い
て
ゐ
た
が
十
時
頃
か
ら
風
向
、
が
西
に
轄
ず
る
と
共
に
風
速
を
増
し
て
三
米
五
か
ら
六
米
を
越
え
る
位
に

な
っ
た
。
然
し
夜
に
入
っ
て
東
風
に
特
使
る
と
共
に
風
速
も
一
米
張
に
衰
へ
て
仕
舞
っ
た
。
此
の
時
本
州
南
方
洋
上
の
高
気

歴
は
西
へ
'
延
び
て
九
州
そ
蔽
ム
迄
K
帯
肢
を
な
し
℃
京
地
た
。

二
十
二
日
以
后
は
前
譜
小
低
気
摩
が
千
島
へ
ぬ
け
る
と
共
に
、
ー
高
気
回
陛
が
一
帯
に
本
邦
子
}
蔽
っ
て
仕
舞
ぴ
一
一
般
に
天
気



ょ
く
、
温
度
は
著
し
く
日
升
つ
℃
来
た
。
そ
う
し
て
此
の
肢
態
の
ま
L
で
二
十
六
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。
只
此
の
間
小
低
気
師
殿
、
が

各
地
に
殺
生
し
℃
ゐ
る
、
が
大
し
た
も
の
で
は
な
く
、
北
海
道
或
は
日
本
海
北
部
に
も
時
々
小
低
気
懸
の
殺
生
を
み
た
が
問

題
K
す
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
の
聞
に
於
℃
駒
ケ
山
獄
爆
殺
の
誘
因
と
な
る
可

3
特

に
著
じ
い
ん
一
丸
.
象
紙
製
動
は
な
い
様
で
あ
る
。
次
に
此
の
間
の
秋
田
及
盛
岡
に
於
け
る
風
向
及
風
速
を
掲
げ
る
乙
と
、
す
る
。

盛岡に於ける風向及風速〈米/秒〉

汁 2 6 10 14 18 22 降水量

20 
SSE SSW SE S SSE S 粍|

2，9 ]，5 3，7 日]，5 1;6 64，4 I 

2l S NNE w WSW wsw E 

1.1 ]，2 2，5 6，6 5， t ]，6 ]，5 

2~ 
SE 一 S S SSW SSE 

。，8 0，宍 1，R ~，9 ]，8 2，え 6，8 

23 
S S WSW W WSW ESE 

1，5 2，::; 5， t 5，の 3 ， f~ 2，5 

24 一 SSE wsw. WNW wNW  ESE 

0，4 0，9 R，2 7，1 3，' 1，9 i ー

25 
SE S w WNW  SE 

1，3 2，5 2，0 3，9 0，4 2，0 。1

26 
SE NNE SSW SW WSW SE 

'2，7 1，6 1，0 2，2 4，4 2，4 。，(9

豆
、
鮪
震
計
に
よ
る
調
査

秋田に於ける風向及風速度(米/秒)

汁 2 G 10 14 18 盟

20 
E w W W 可V WSW 

]，4 4，3 8，t 4，7 4，6 3，9 3 

21 
可V NW  WNW  NW  NW  W 

5，7 2，1 4，0 3，7 2，5 0，7 0，3 

。~~り
s SE SE WNW  WNW  可V

1，2 2，2 2，11 4，4 3，4 4，6 27，8 

~~ぞ)
可r WNW  WNW wsw WNW  E 
5，R. 3，8 3，内 3，9 1，6 ]，5 0，の

寺一一一一一
ESE WNW  WNW WNW  WNW  W 

24 
1，3 1，6 3，6 6， t 4，3 4，5 0，5 

25 
可V NW  

nw ，I 
可v. 可V w 

5，8 3，4 ft，6 5，7 4，9 0，0 

26 
w w WNW  WNW  WNW  SE 

5，0 の，4 6，8 4;1 3，6 2，1 。，0I 
一
七



七

著
者
等
は
七
月
三
十
一
日
出
後
八
月
一
日
午
後
生
保
内
村
着
、
翌
二
日
は
終
日
降
雨
で
あ
っ
て
登
山
不
可
能
で
あ
っ
た

L

め
児
玉
族
館
の
圭
戒
前
夕
、
キ
へ
携
帯
せ
る
グ
ヰ
へ

Y

ト
ミ
ン
ト
ロ
プ
型
震
動
計
(
固
有
迦
期
一
秒
三
.
倍
率
十
四
倍
)

そ
据
付
け
て
微
動
の
観
測
を
し
た
。
芸
品
し
駒
ケ
山
獄
が
命
活
動
中
で
あ
る
と
す
れ
ば
前
夜
来
の
降
雨
が
渉
透
し
て
再
び
小
爆

殺
を
な
し
微
'
動
を
殺
す
る
や
も
知
れ
ね
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
生
保
内
村
は
駒
ケ
山
獄
の
火
口
よ
b
南
西
八
粁
強

の
地
貼
に
あ
る
。

斯
く
て
終
日
観
測
を
績
け
た
が
午
前
九
時
よ
b
午
後
九
時
に
至
る
問
一
同
の
微
動
を
も
記
録
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

故
午
後
九
時
に
至

b
観
測
を
打
切
る
事
と
し
た
。
叉
此
の
日
午
後
民
至
る
迄
降
雨
、
が
あ
っ
た
が
午
後
か
ら
は
天
候
が
侠
復

し
て
日
照
を
見
る
に
至
っ
た
。
然
し
風
は
殆
ん
ど
無
か
っ
た
。

六
、
費

地

E者

査

八
月
三
日
快
晴
な
天
候
に
恵
ま
れ
て
登
山
の
途
に
つ
く
。
順
路
は
中
生
保
内
を
経
る
登
山
口
で
あ
る
。

の
外
秋
田
測
候
所
の
三
浦
、
相
場
雨
技
手
、
盛
仲
測
候
所
の
二
宮
‘
中
谷
地
雨
技
手
を
始
め
生
保
内
村
役
場
吏
員
田
口
耕

一
行
は
著
者
等

之
助
氏
、
畠
叫
正
光
氏
、
案
内
人
千
葉
忠
一
郎
氏
等
で
あ
る
。
右
の
内
千
葉
氏
は
駒
ケ
山
獄
の
主
と
稀
せ
ら
る
L
程
山
広
精

通
せ
る
案
内
人
で
あ
る
が
去
る
七
月
二
十
九
日
登
山
の
際
火
口
原
内
ア
ザ
ミ
原
に
℃
有
毒
元
新
に
燭
れ
窒
息
.
吐
血
し
℃

人
事
不
省
と
な
っ
た
が
共
後
幸
に
蘇
生
し
て
雨
三
日
臥
床
全
快
の
上
一
行
に
参
加
す
る
事
を
得
た
の
で
あ
る
。

中
生
保
内
よ
0
路
を
北
ん
γ
一
泉
に
と

b
裾
野
を
登

b
一
A
口
目
庇
達
す
る
、
之
よ

b
東
北
東
に
轄
向
し
℃
峡
谷
に
沿
ふ
て
登



b
十
丈
瀧
を
越
え
、
手
間
倉
(
二
A
口
日
)
ぞ
過
介
、
る
頃
東
方
谷
を
隔
て
と
ー
ヤ
ロ
シ
カ
ン
バ
」
と
稀
す
る
噴
気
孔
を
見
一
る
J

尚
北
日

時
此
慮
に
て
有
害
瓦
斯
に
燭
れ
窒
死
し
た
者
、
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
三
会
目
減
川
に
達
す
る
と
此
庭
で
は
京
手
に
白
瀧
よ

-

-

bJ
流
る
L
津
る
左
手
に
長
五
郎
湾
、
御
代
倉
、
津
を
令
せ
て
流
れ
ホ
ゆ
る
御
代
倉
混
と
が
令
流
す
る
。
水
温
は
白
瀧
の
、
俸
が
八

度
五
分
御
代
倉
揮
は
十
四
度
七
分
で
あ
る
。

之
れ
よ
b
路
は
念
峻
と
な
b
、
四
令
目
舟
形
石
を
過
ぎ
白
瀧
に
山
達
す
る
。
白
瀧
の
河
床
の
玉
砂
利
は
茨
酸
盤
類
に
蔽
獲

せ
ら
れ
て
白
色
を
墨
し
て
ゐ
る
故
此
の
名
が
あ
る
が
、
爆
後
後
は
水
質
酸
性
を
帯
び
た
¥
め
炭
酸
盤
類
が
宇
ば
剥
落
洗
落

3
れ
J

し
宇
白
、
宇
黒
色
を
塁
し
て
ゐ
る
。
然
し
て
水
量
は
七
月
末
多
量
の
降
雨
が
あ
b
命
前
日
も
多
量
の
降
雨
、
が
あ
っ
た

に
係
，
ら
ず
、
著
し
く
減
退
し
℃
ゐ
る
。
此
慮
は
標
高
千
百
十
六
米
で
あ
る
。

白
瀧
か
ら
登
山
路
は
北
東
に
向
ぴ
白
瀧
の
湧
出
口
を
経
℃
御
坪
の
傍
を
渇

b
ア
ザ
ミ
原
を
北
京
に
女
岳
を
指
し
て
注
h
u

の
で
あ
る
、
が
此
の
途
中
に
有
毒
瓦
斯

k
噴
出
し
て
ゐ
る
慮
、
が
あ
る
由
を
聞
い
た
故
、
著
者
等
は
白
瀧
よ
台
念
坂
そ
登
っ
て

三
角
姑
に
出
て
、
外
輪
山
の
山
頂
を
男
岳
を
指
し
て
登
る
乙
と
L
し
た
。
三
角
鈷
附
近
か
ら
見
る
と
、
七
月
二
十
九
日
千

葉
氏
が
有
毒
瓦
斯
の
た
め
窒
息
し
た
と
云
ム
地
黙
が
見
え
る
c

共
の
地
知
は
ホ
ダ
の
密
生
し
た
庭
で
あ
る
が
筏
約
五
米
位

に
ホ
ダ
、
恒
松
が
枯
死
し
て
赤
く
な
っ
て
見
え
る
。
斯
様
な
姑
は
爆
後
地
貼
た
る
石
ポ
ラ
の
方
へ
倫
外
に
二
ケ
所
一
直
線

を
な
し
で
姑
々
と
し
て
ゐ
る
。

外
輪
山
の
西
角
を
男
岳
を
指
し
て
症
な
途
中
右
手
火
口
原
の
内
に
泥
流
を
噴
出
し
た
穴
の
跡
が
貼
冷
と
し
て
見
交
る
。

レ』



一
七
四

(
口
論
哨
官
何
回
兵
第
一
回
参
照
)
、
此
庭
か
ら
見
る
と
爆
殺
の
跡
を
大
観
す
る
事
、
が
出
来
、
之
等
噴
出
口
は
略
一
列
に
女
岳
裾
か

ら
北
東
|
|
南
西
に
並
ん
で
ゐ
る
事
が
剣
る
。
男
岳
の
抑
慨
に
砕
回
る
五
百
羅
漢
の
奇
勝
を
過
ぎ
℃
か
ら
路
を
右
に
と
っ
て
女

岳
の
中
腹
へ
出
る
。

此
の
中
腹
に
は
小
焼
砂
と
稀
す
る
不
毛
の
地
、
が
あ
b
、
火
山
砂
磯
の
堆
積
し
℃
居
る
部
分
を
見
る
。
此
慮
に
於
て
一
行

は
多
く
の
火
山
弾
を
後
見
し
た
。
此
の
小
焼
砂
の
北
端
に
は
略
国
形
を
な
し
た
噴
火
口
跡
、
が
あ
る
。
(
口
総
潟
異
第
二
国
参

照
)
小
焼
砂
か
ら
東
方
ど
見
る
と
女
岳
東
方
横
昔
と
の
問
に
第
二
火
口
丘
が
見
え
る
。
(
口
総
潟
異
第
三
国
第
四
回
参
照
)

此
の
火
口
丘
は
最
も
新
ら
し
い
ら
し
く
形
も
剣
然
と
し
℃
ゐ
る
。
又
小
焼
砂
北
端
の
噴
火
口
も
可
な

B
新
ら
し
い
も
の
L

如
く
形
は
未
、
だ
明
瞭
で
あ
る
。

小
焼
砂
の
東
方
か
ら
女
昔
を
石
ポ
ラ
八
一
下
る
の
で
あ
る
が
此
の
庭
は
路
が
全
く
な
く
一
品
ヨ
約
二
米
位
の
熊
笹
が
密
生
し

て
共
の
中
に
白
樺
や
恒
松
が
繁

b-歩
行
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
僅
か
五
百
米
位
の
下
山
路
を
二
時
間
も
要
し
た
一
程
で
あ
っ

た
。
而
し
て
石
ポ
ラ
か
ら
耳
米
位
の
一
両
誌
の
庭
迄
噴
出
し
た
泥
流
を
か
ぶ
っ
℃
居
る
上
に
所
々
に
拘
射
ヨ
れ
た
岩
が
落
ち

て
ゐ
る
。
之
等
の
岩
の
中
に
は
径
一
米
位
の
も
の
、
が
あ
っ
た
。

火
口
原
に
下
る
と
石
ポ
ラ
附
迂
は
一
帯
に
泥
流
で
蔽
は
れ
て
居
て
共
の
厚
み
は
約
三
米
不
払
位
で
あ
っ
て
径
約
一
米
位

の
大
杉
が
三
分
二
は
泥
流
に
蔽
は
れ
て
居
る
と
云
ム
有
様
で
あ
る
(
口
給
潟
異
第
五
岡
及
第
六
園
参
照
)
。
此
の
泥
流
を
一
以

て
蔽
は
れ
た
地
域
は
一
長
径
約
七
百
米
、
短
径
約
四
百
米
位
で
一
長
軸
は
北
東
l

l
南
西
の
向

3
を
と
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此



第

秋
田
賂
駒
最
噴
火
口
祉
国

闘

の
方
向
に
沿
ム
モ
大
小
約
九
偶
の
泥
流
噴
出
口
、
が
あ
る

が
主
ハ
の
中
、
中
央
に
あ
る
一
一
例
は
火
山
友
及
火
山
礁
を

飛
ば
し
た
と
見
ら
れ
る
校
な
小
噴
火
口
で
あ
っ
た
。

此
の
小
噴
火
口
(
口
絵
努
箕
第
七
回
参
照
)
は
一
両

3
約

二
米
位
、
径
約
七
米
位
の
快
頂
固
錐
形
を
な
し
て
居
る

細
か
い
火
山
砂
磯
の
堆
積
し
た
も
の
で
西
側
に
関
口

L

-
た
噴
火
口
が
あ
る
。
二
十
八
日
院
は
口
底
は
灼
熱
状
態

で
あ
っ
た
と
云
ふ
が
著
者
等
の
登
山
し
た
時
は
和
熱
い

と
云

λ
科
度
で
あ
っ
た
。
思
ム
に
之
れ
の
み
は
他
の
噴

出
口
と
み
十
一
く
趣

3
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
東
方
積

岳
方
面
迄
も
降
下
し
た
火
山
友
は
此
の
噴
火
日
か
ら
噴

出
ぷ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

今
之
等
九
伺
の
泥
流
噴
出
口
及
噴
火
口
に
第
三
闘
の

如
・
く
南
方
の
も
の
上

b
1
よ
b
9
迄
の
番
競
を
附
し
で

見
る
。
然
る
時
は
1
の
噴
出
口
は
最
も
大
な
る
も
の
で

一
七
五



t 

長
径
約
六
十
米
、
短
径
約
四
十
米
l

深
3
二
十
・
米
位
の
大
3
3
で
あ
っ
℃
周
固
に
は
此
の
孔
か
ら
噴
出
・
5
れ
た
大
山
石
、
が
無

数
に
乙
ろ
、
か
つ
て
ゐ
る
。
而
し
℃
孔
の
中
に
は
雨
水
が
溜
b
硫
気
り
セ
め
K
黄
色
に
濁
っ
て
ゐ
る
刀
日
給
潟
異
第
、
八
闘
は

此
の
噴
出
孔
の
一
角
を
南
方
よ
b
掠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

口
総
第
九
国
は
第
2
噴
出
口
の
北
側
内
壁
で
あ
っ
て
女
岳
の
裾
迄
泥
流
、
が
堆
積
じ
℃
ゐ
る
裁
を
南
方
か
ら
撮
っ
た
も
の

で
あ
る
。
又
第
十
闘
は
第
3
噴
出
口
の
東
側
内
壁
で
あ
b
第
十
回
同
じ
く
北
側
の
内
壁
で
あ
っ
て
第
十
二
闘
は
莱
の
口
底

を
上
か
ら
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
噴
出
口
は
仰
は
に
淘
乾
し
℃
ゐ
て
口
底
は
潟
異
に
見
る
r

如
く
無
数
の
亀
裂
を
生
じ
て

ゐ
る
。
更
に
第
8
及
9
の
孔
は
女
岳
の
一
皮
九
佃
の
中
最
も
高
い
所
に
あ
っ
て
第
十
三
国
の
如
く
今
も
命
水
蒸
気
及
硫
黄
・
を

噴
出
し
〈
ゐ
る
。
命
第
十
四
国
は
8
及
9
の
噴
出
孔
の
遠
望
で
あ
っ
て
手
前
の
所
は
泥
流
の
流
出
し
た
一
跡
で
あ
る
。

泥
流
の
跡
も
所
に
よ
っ
℃
は
既
に
固
く
乾
燥
し
て
国
の
如
く
無
数
の
亀
裂
を
生
じ
℃
ゐ
る
所
も
あ
る
し
叉
所
に
よ
っ
て

は
向
泥
土
の
弐
L

で
歩
く
と
腔
を
浸
す
る
様
な
所
も
あ
る
ρ

而
し
て
乾
燥
し
た
所
で
は
亀
裂
の
問
か
ら
多
少
硫
ム
恭
子
一
交
ー
へ

た
瓦
斯
を
噴
出
し
℃
ゐ
る
所
も
あ
る
。

一
方
向
乾
燥
し
な
い
所
で
は
内
部
は
約
三
十
皮
位
の
暖
み
が
あ
っ
て
歩
く
り
を
唆
一
か

い
戚
じ
を
受
け
る
程
度
で
あ
る
。
夏
に
績
か
ら
泥
流
の
堆
積
し
た
所
を
見
る
と
屠
肢
を
な
し
壬
居
〈
、
此
の
泥
流
が
一
同

の
爆
殺
で
斯
様
に
堆
積
し
た
も
の
で
な
い
事
を
一
不
し
℃
ゐ
る
。

叉
石
ポ
一
ア
附
逗
の
樹
木
は
泥
流
の
た
め
悉
く
枯
死
し
て
ゐ
る
が
此
の
内
に
は
直
径
一
米
に
遅
い
杉
、
径
一
尺
位
の
白
樺

な
ど
が
あ
る
。

一
方
か
ら
考
へ
る
と
新
様
な
大
木
が
繁
茂
し
て
ゐ
る
の
は
可
な
b
の
長
年
月
に
亙
っ
て
此
の
山
の
活
動
が



な
か
っ
た
事
堂
立
設
し
て
ゐ
る
。
斯
く
て
下
山
の
際
に
は
以
前
千
葉
氏
が
毒
瓦
斯
に
鰯
れ
て
窒
息
し
た
と
云
ム
ア
ザ
ミ
原

へ
路
を
と
り
て
行
っ
た
が
肢
に
何
等
噴
気
な
ど
は
無
か
っ
た
。
向
別
に
田
淳
湖
附
近
の
調
査
も
行
っ
た
の
で
あ
る
が
今
岡

の
爆
殺
に
関
聯
す
る
殺
な
務
一
化
は
何
等
認
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

占
ハ
ー
秋
田
測
候
所
の
地
震
験
測
結
果

駒
ケ
山
獄
今
同
の
爆
殺
に
よ
る
微
動
が
或
は
秋
田
測
候
所
の
微
動
計
に
記
録
哀
れ
て
ゐ
る
か
と
の
考
へ
か
ら
秋
田
測
候
所

の
微
動
計
記
象
を
験
測
し
〈
見
た
慮
二
十
日
以
後
に
於
J
'

」
左
の
三
同
の
局
後
地
震
を
験
測
す
る
事
、
か
出
来
た
。

(
一
)
七
月
二
十
三
日
零
時
四
十
七
分
七
秒
七
夜
震

此
の
地
震
は
初
期
微
動
一
秒
四
1

線
震
動
時
間
約
一
分
極
め
て
小

な
る
無
戚
受
地
震
で
あ
る
、
が
盛
岡
及
び
水
揮
で
も
微
動
計
に
戚
じ
初
期
微
動
は
盛
岡
で
十
七
秒
六
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
此

の
地
震
は
玉
川
下
流
大
曲
附
返
に
起
っ
た
局
磯
地
震
と
思
は
れ
る
。
此
の
地
震
は
生
保
内
村
或
は
図
見
温
泉
等
で
は
戚
受

が
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

初
期
微
動
は
明
瞭
で
な
い
が
約
二
秒
六
、
線
震
動
時
間
三
千

六
秒
、
秋
田
は
無
戚
畳
で
あ
っ
た
が
大
曲
で
は
弱
震
、
生
保
内
で
は
微
震
で
遠
雷
の
様
な
地
鳴
を
聞
い
て
ゐ
る
。
此
の
地

(
二
)
七
月
二
十
五
日
十
九
時
三
十
七
分
十
八
秒
O
殺
震

震
も
盛
岡
測
候
所
の
微
動
計
に
戚
じ
殺
震
時
間
は
十
九
時
三
十
七
分
十
七
秒
五
、
初
期
微
動
は
七
秒
七
で
あ
っ
た
ョ
而
し

て
此
の
地
震
も
大
曲
附
還
を
震
央
と
し
て
起
っ
た
も
の
ら
し
い
。
二
十
五
日
夕
刻
生
保
内
村
及
図
見
温
泉
等
で
微
震
ケ
戚

じ
鳴
動
を
戚
じ
た
の
は
此
の
地
震
で
あ
る
。

一
七
七



一
七
人

(
三
)
八
月
一
日
六
時
二
十
八
分
十
八
秒
殺
震

此
の
地
震
の
初
期
微
動
は
六
秒
で
総
震
動
時
間
は
一
分
三
十
秒
、
盛
岡

測
側
所
の
微
動
計
に
も
戚
じ
て
ゐ
る
が
秋
田
、
盛
岡
共
に
無
戚
受
で
あ
っ
た
。

以
上
三
種
の
地
震
は
殆
ん
ど
同
様
の
記
象
型
を
示
し
て
ゐ
る
庭
か
ら
見
て
も
凡
℃
同
一
地
震
群
に
属
す
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。
而
し
て
前
述
し
た
如
く
七
月
二
十
五
日
駒
ケ
山
獄
山
麓
地
方
で
も
鳴
動
及
微
震
を
戚
じ
た
地
震
の
震
央
は
大
曲
附
迩

で
あ
っ
て
斯
の
明
治
二
十
九
年
の
陸
m
m
大
地
震
ど
起
し
た
震
源
と
略
同
一
震
源
か
ら
殺
し
た
局
後
性
の
も
の
と
見
ら
れ

る
。
従
つ
℃
駒
ケ
山
獄
今
次
の
爆
後
と
直
接
の
関
係
は
な
い
と
見
る
の
が
至
静
岡
で
あ
ら
う
。
倫
之
よ
b
見
て
駒
ケ
山
獄
の
爆
脱
税

は
極
め
℃
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
℃
秋
田
測
候
所
或
は
盛
岡
測
候
所
の
微
動
計
に
は
戚
じ
な
か
っ
た
ー
ペ
見
受
ら
れ
る
。

七
、
結

邑会ー

高岡

以
上
述
べ
た
所
を
総
括
す
る
に
先
づ
有
史
以
来
全
く
主
ハ
の
活
動
を
休
止
し
て
居
た
駒
ケ
山
獄
が
今
同
小
な
ら
Y

と
雄
も
突
如

活
動
を
な
せ
る
は
注
目
に
値
す
る
事
で
あ
る
。
然
も
駒
ケ
山
獄
火
山
列
は
陸
籾
大
地
震
の
震
源
と
な
っ
た
真
書
山
脈
の
北
部

に
位
し
℃
ゐ
て
、
士
ハ
の
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
千
屋
大
断
層
(
二
)
の
延
長
上
舵
存
在
す
る
之
と
は
大
に
注
目
そ
要
す
る
と

と
で
あ
る
。

元
来
千
屋
断
層
は
山
崎
博
士
の
調
査
に
従
ふ
と
南
部
は
mm
前
mm
後
の
図
端
近
く
、
横
手
盆
地
の
南
端
杉
宮
、
兵
津
方
面
に

共
の
痕
跡
を
認
め
る
事
が
出
来
る
が
剣
然
と
之
れ
を
認
め
得
る
の
は
浅
舞
以
北
で
あ
っ
て
、
此
の
附
在
学
米
詳
の
小
陥
落

を
な
し
て
北
l

伊
東
に
走
っ
て
ゐ
る
。
而
し
℃
此
の
断
層
が
最
も
剣
然
せ
る
は
角
間
川
の
西
南
西
金
津
以
北
で
あ
っ
て
、
之



れ
よ

b
北
々
束
又
は
北
東
の
走
向
を
と
っ
て
六
郷
東
枝
、
千
屋
、
浪
花
‘
黒
海
、
大
田
、
啓
内
ど
経
て
白
山
石
に
達
す
る
問
は
断

絶
ず
る
乙
と
な
く
延
々
と
し
て
走
っ
て
ゐ
る
。

此
の
間
千
屋
に
於
℃
は
最
も
顕
著
で
あ
っ
て
此
の
断
層
を
境
と
し
て
両
方
は
相
劉
的
に
三
米
の
落
差
を
示
し
て
ゐ
る
。

白
岩
よ

b
北
東
に
進
ん
だ
断
層
は
常
に
北
東
の
走
向
を
と
っ
て
断
渡
し
な
が
ら
も
生
保
内
方
面
に
達
し
、
生
保
内
の
東
方

一
粁
弱
で
盛
岡
街
道
を
東
北
東
の
向
き
に
過
ぎ
っ
て
駒
ケ
法
山
涯
に
走
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
れ
よ

b
北
方
は
駒
ケ
山
獄
火

山
中
に
入
る
た
め
断
層
の
院
跡
は
不
明
で
あ
る
、
が
若
し
白
岩
生
保
内
聞
の
如
く
北
西
の
走
向
を
以
て
進
む
と
す
れ
ば
第
一

聞
の
如
〈
駒
ケ
山
獄
の
爆
裂
火
口
祉
を
南
西
l
l
i
北
東
に
縦
断
す
る
事
と
な
る
。
然
も
此
の
方
向
は
今
同
の
爆
援
に
よ
っ
℃

駒
ケ
山
獄
大
口
祉
内
に
生
じ
た
泥
流
噴
出
口
或
は
小
噴
火
口
の
列
べ
る
方
向
と
一
致
し
℃
ゐ
る
。

従
つ
℃
駒
ケ
山
獄
を
南
西
|
|
北
東
に
縦
断
す
る
一

mm
線
の
存
在
す
る
乙
と
は
確
賞
で
あ
っ
℃
、
¥
之
れ
が
千
屋
断
層
の
延

目
先
と
一
致
す
る
乙
と
は
興
味
あ
る
事
寅
で
あ
る
。
出
向
般
b
に
千
屋
断
層
ど
北
東
方
に
延
長
し
て
見
る
時
は
岩
手
山
に
達
す

る
。
岩
手
山
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
犬
深
山
獄
か
ら
東
方
に
走
る
火
山
列
中
の
火
山
で
あ
る
が
、
近
く
は
貞
享
三
年
(
西
暦

千
六
百
八
十
六
年
)
貞
一
百
十
四
年
の
大
活
動
を
始
め
と
し
て
元
誠
二
年
(
千
六
百
八
十
九
年
)
及
享
保
四
年
(
千
七
百
十
九

年
)
に
活
動
を
な
し
た
歴
史
が
あ
る
。
然
し
之
れ
以
後
今
日
に
至
る
迄
二
百
三
十
年
間
更
に
活
動
の
歴
史
が
な
い
。

命
岩
手
山
は
一
方
陸
mm
大
地
震
に
よ
っ
て
真
書
一
山
脈
の
東
側
に
生
じ
た
川
舟
断
層
の
延
長
上
に
も
や
回
っ
て
ゐ
る
。
(
第
一

回
参
照
)
故
K
之
等
の
知
か
ら
考
へ
て
少
く
と
も
共
の
動
静
に
注
目
す
る
債
値
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
七
九



一
八

O

扱
明
治
二
十
九
年
の
陸
籾
大
地
震
は
川
舟
、
千
屋
雨
断
層
間
の
真
書
一
山
脈
の
相
針
的
隆
起
が
原
因
と
な
っ
て
居
る
、
が
、

之
等
雨
断
層
の
走
向
は
北
々
来
l

l

南
今
西
戎
北
東
|
|
南
西
の
走
向
で
あ
る
故
に
之
れ
が
原
因
と
な
っ
た
力
の
作
用
方

向
は
北
西
及
南
来
方
向
か
ら
の
一
腰
カ
で
あ
る
と
考
へ
る
事
、
が
出
来
る
。
叉
明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
二
日
山
形
燃
庄
内
地

方
に
起
っ
た
大
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
失
流
津
断
層
も
走
向
は
北
五
十
五
度
束
に
走
っ
て
西
部
の
相
釣
的
陥
渓
を
示
し
て

見
る
。
従
っ
て
此
の
地
震
も
前
者
同
様
北
西
及
南
東
よ

b
の
一
魅
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
へ
る
之
と
が
出
来
る
。

又
最
近
本
邦
各
地
に
起
っ
た
数
同
の
烈
震
及
強
震
か
ら
藤
原
博
士
及
本
多
技
師
(
三
)
(
四
)
は
之
等
地
震
が
本
邦
に
絶
え

ず
働
く
北
西
及
南
東
よ

b
の
歴
力
、
北
東
及
南
西
方
向
へ
の
張
力
に
よ
っ
℃
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
の
憶
説
を
唱
へ
て
ゐ

る
。
著
者
も
又
夫
れ
に
賛
す
る
も
の
で
あ
る
が
若
し
之
れ
が
異
で
あ
る
と
す
れ
ば
陸
溺
大
地
震
も
亦
今
同
の
駒
ヶ
款
の
活

動
も
共
に
絶
え
ず
日
本
島
に
作
用
す
る
此
の
一
魅
力
に
よ
る
歪
の
増
大
化
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
へ
る
之
と
が
出
来
る
で

あ
ら
う
0

・
7

A

問
今
同
の
駒
ヶ
獄
の
活
動
は
極
め
て
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
営
時
賀
地
踏
査
後
著
者
等
、
が
殺
表
し
た
如
く
引
績
い
て

大
な
る
活
動
は
起
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
此
の
活
動
、
が
前
述
し
た
如
く
日
本
島
に
不
断
に
作
用
す
る
力
に
よ
っ

℃
起
っ
た
も
の
L
し
す
れ
ば
今
後
同
系
統
の
火
山
若
く
は
地
震
帯
の
活
動
も
漁
期
せ
ら
る
よ
祥
で
あ
る
が
‘
之
れ
は
勿
論
草

な
る
憶
設
に
過
ぎ
胤
故
暫
ら
く
共
の
治
一
J

誌
を
注
目
し
て
他
日
叉
再
び
論
ず
る
事
と
す
る
。

文

献

(

一

)

槌

井

信

災

海

防

調

査

曾

報

告

第

四

十

四

競

ハ

二

一

)

本

多

験

震

時

報

第

五

巻

第

二

掠

つ

一

)

山

崎

同

第

γ
一

一

読

(

四

)

本

多

同

第

六

巻

第

一

一

誠


